
I n t e r v i e w  

　大学は経済系に通い，意思決定論に関して研究しました。一方，理論だ

けでなく，成果がもっと現実社会に反映されるようなより応用的研究をやりた

いと考えるようになり，文系理系を問わず，門戸が広いJAISTへの進学を決

意。現在は，由井薗研究室で人間のコミュニケーションを支援するコンピュー

ターシステムの開発をめざし，学部時代の学びを生かしながら，VR会議とグ

ループディスカッションに関する研究に取り組んでいます。

　入学前，文系の自分が大学院の授業についていけるのかという懸念はあり

ましたが，本学では博士後期課程で必要な知識を習得できるよう，基礎から

専門までしっかりとした指導を受けられます。

　由井薗研究室は，本学が金沢大学とともに設ける融合科学共同専攻に所

属しています。この専攻のメリットは，両大学の単位が取れること，本学にはな

いような文系や医療系の分野を学べること。私は，金沢大学では心理学・

認知科学が専門の先生から副指導を受けており，また，臨床認知心理学の

研究に関わったりして異分野研究を楽しんでいます。おそらく，ふたつの大学

を行き来して学べるというシステムは，全国でも珍しいのでは，と思います。

　由井薗研究室は，東京サテライトを除くと私以外は留学生。先生は学生

同士のコミュニケーションを大切にされ，特にディスカッションを重視されてい

る方。研究室のメンバーとは休日，金沢に観光や映画に，また，県外のライ

ブなどに出かけています。

　研究の醍醐味は，自分が興味を寄せる分野に熱中できること，だれもやっ

ていない事を開拓する高揚感。目下，国際学会への発表に向けて頑張って

いるところです。将来は研究者として歩んでいければ，と考えています。

好奇心と高揚感を喚起する，
独自的な異分野融合領域

博士前期課程　由井薗研究室　鎌田　光太郎 さん

I n t e r v i e w  

　蓄電デバイスの需要は拡大の一途にあり，その進化を目する研究は盛

んに行われています。私も学部時代からリチウムイオン電池の研究を始め，

JAISTの5年間，分野の先進的な研究室に在籍しました。自身の研究テー

マは主に2本。一つは，水素エネルギーの製造法に関する研究です。水

素の電気化学的分解法では，アノードにおける酸素発生反応（OER）は

律速段階であり，効率的な触媒が求められます。後期課程1年のときには，

酸化イリジウムの電子構造をポリチオフェン系高分子で制御することにより，

先行研究より効率的なOER触媒を見出し，高分子討論会優秀ポスター

賞をいただきました。もう一つのテーマは，リチウムイオン電池における，より

高性能な添加剤の探索です。

　博士号を取るならJAISTへ，と勧めたのは私の父。オープンキャンパス，

そして実際に入学して，父が勧めた理由に納得しました。高度な分析装置

が揃っていて，ライセンスを取れば学生も操作可能，設備面においてストレ

スをほとんど感じません。さまざまな分野を背景とする学生や留学生が多く，

ダイバーシティといった雰囲気も好ましいものでした。

　また，私が選んだ融合科学共同専攻では，仕送りを必要としないくらい

の奨学金が得られ，また，本学と金沢大学の授業を受けることで幅広い知

識を身に付けられます。さらに，学部生がいない分，就職活動では手厚い

支援を受けられました。

　総合して言うならば，JAISTは研究に没頭できる良好な環境を惜しみな

く与えてくれる，このひと言に尽きると思います。

自由な研究環境と
ダイバーシティな学風

博士後期課程　松見研究室　浅井　優作 さん
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